
　 （　　）36（偕行　令和 7 年 1・2 月号）

1　

半
世
紀
も
続
く
意
識
調
査

　

海
外
の
戦
争
社
会
学
・
軍
事
社
会
学
に

お
い
て
は
、「
軍
事
組
織
そ
れ
自
体
の
文

化
」
と
定
義
さ
れ
て
き
た
ミ
リ
タ
リ
ー
・

カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
が
、
社
会
学
研
究
者

で
構
成
さ
れ
る
当
研
究
会
で
は
「
市
民
の

戦
争
観
・
平
和
観
を
中
核
と
し
た
戦
争
や

軍
事
組
織
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

の
総
体
」
と
独
自
に
定
義
し
て
調
査
や
報

告
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
他
国
と
違
い
、

戦
前
・
戦
中
へ
の
徹
底
的
な
批
判
と
否
定

か
ら
戦
後
が
始
ま
っ
た
日
本
で
は
、
独
自

の
定
義
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

1
9
7
0
年
代
後
半
に
は
高
橋
三
郎
京

大
教
授
を
中
心
に
「
戦
友
会
」
の
調
査
研

究
を
行
い
、
最
近
は
吉
田
純
京
大
教
授
が

代
表
と
な
っ
て
「
戦
争
体
験
世
代
に
代
り

メ
デ
ィ
ア
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー

か
ら
戦
争
や
軍
事
知
識
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

世
代
」
が
台
頭
す
る
現
代
日
本
の
ミ
リ
タ

リ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
社
会
学
・
歴
史
学

の
立
場
か
ら
解
明
し
て
い
る
。

　

本
誌
8
5
1
号
（
2
0
2
2
年
2
月

号
）
の
拙
稿
「『
日
本
社
会
は
自
衛
隊
を

ど
う
見
て
い
る
か
─
自
衛
隊
に
関
す
る
意

識
調
査
報
告
書
』
を
読
ん
で
」
で
伝
え
た

2
0
2
1
年
初
頭
の
調
査
で
は
、
一
般
市

民
を
対
象
に
無
作
為
抽
出
に
よ
る
郵
送
調

査
を
、
性
別
×
6
年
齢
層
の
12
セ
ル
に
つ

い
て
行
い
、
52
・
1
％
の
回
収
率
で
1
9 

7
1
名
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。
こ
れ
と

両
輪
を
な
す
も
の
と
し
て
2
0
2
3
年

6
月
に
自
衛
隊
退
職
者
に
対
す
る
こ
の
調

査
が
行
わ
れ
た
。

　

退
職
者
に
対
し
て
行
っ
た
理
由
の
一
つ

は
、
現
職
隊
員
を
対
象
と
す
れ
ば
、
自
衛

隊
法
第
61
条
の
「
政
治
的
行
為
の
制
限
」

に
よ
っ
て
、
政
府
の
安
全
保
障
政
策
な
ど

に
関
す
る
質
問
へ
の
本
音
の
回
答
を
期
待

す
る
の
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一

つ
の
理
由
は
よ
り
積
極
的
な
も
の
で
、
元

隊
員
は
、
平
和
・
安
全
保
障
問
題
に
つ
い

て
非
専
門
家
・
一
般
市
民
と
は
異
な
っ
た

認
識
や
意
見
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
両

者
を
比
較
・
総
合
す
る
こ
と
で
、
現
代
日

本
の
平
和
・
安
全
保
障
問
題
に
関
す
る
よ

り
立
体
的
・
客
観
的
な
学
術
的
知
見
を
得

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
今
回
の
調
査
方
法
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
だ
。
予
備
調
査
で
自
衛
隊
退

職
者
2
0
0
0
人
を
目
標
に
抽
出
し
、
抽

出
さ
れ
た
対
象
者
に
本
調
査
（
全
44
問
お

よ
び
基
本
属
性
）
し
て
有
効
回
答
者
数
2

0
6
0
名
を
得
て
い
る
。
退
職
時
の
階
級

は
①
幹
部
、
②
准
尉
・
曹
、
③
士
、
④
任

官
前
退
職
者
等
（
防
大
・
防
衛
医
大
・
陸

自
高
等
工
科
学
校
等
の
任
官
辞
退
者
）
に

4
分
さ
れ
、
さ
ら
に
回
答
者
の
現
在
の
年

齢
で
6
分
割
（
20
代
〜
70
代
）
さ
れ
、
択

一
式
の
設
問
に
つ
い
て
は
回
答
分
布
の
集

計
表
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

2　

一
般
市
民
向
け
調
査
と
は
違
う
設
問

　

前
回
の
一
般
市
民
向
け
調
査
で
は
、
ま

ず
「
自
衛
隊
へ
の
関
心
」
を
尋
ね
、「
①

非
常
に
」「
②
あ
る
程
度
」「
③
あ
ま
り
な

い
」「
④
ま
っ
た
く
な
い
」
か
ら
選
択
さ

せ
て
か
ら
①
と
②
に
対
し
て
「
そ
う
な
っ

た
理
由
は
何
で
す
か
」
と
尋
ね
つ
つ
「
自

衛
隊
の
印
象
」
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
だ
が

今
回
の
元
プ
ロ
向
け
調
査
で
は
、
こ
ん
な

こ
と
は
問
わ
な
い
。

　

ま
た
前
回
の
調
査
で
は
「
日
本
が
武
力

紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
、
貴
方
は
ど

う
行
動
し
ま
す
か
」
で
八
つ
の
選
択
肢
を

示
し
、「
自
衛
隊
に
志
願
し
て
戦
う
」
1
％
、

「
志
願
は
し
な
い
が
積
極
的
に
支
援
す
る
」

10
％
、「
武
力
行
動
に
は
一
切
協
力
し
な

い
」
8
％
、「
紛
争
の
き
っ
か
け
に
よ
っ

て
は
紛
争
に
反
対
す
る
」
4
％
な
ど
、
防

衛
当
局
が
落
胆
す
る
よ
う
な
回
答
を
得
て

い
る
が
、
元
プ
ロ
に
こ
ん
な
失
礼
な
質
問

は
行
わ
な
い
。
だ
か
ら
簡
単
に
元
プ
ロ
と

一
般
市
民
の
意
識
を
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

元
プ
ロ
へ
は
最
初
か
ら
高
度
な
質
問
を

次
々
と
投
げ
か
け
る
。
先
ず
「
安
保
関
連

3
文
書
に
つ
い
て
の
考
え
」、
続
い
て
「
日

本
の
防
衛
体
制
・
安
全
保
障
環
境
」
を
問

う
。
具
体
的
に
は
「
憲
法
9
条
に
関
わ
る

憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
考
え
」「
軍
事
や
防

衛
政
策
に
つ
い
て
国
民
各
層
は
理
解
し
て

い
る
と
思
う
か
」「
日
本
有
事
を
想
定
し
た

場
合
、
自
衛
隊
が
期
待
通
り
に
戦
え
る
と

思
う
か
」な
ど
。
一
般
市
民
で
あ
れ
ば「
わ

か
ら
な
い
」
が
3
割
を
占
め
る
だ
ろ
う
が
、

元
プ
ロ
で
は
1
割
程
度
に
留
ま
る
。
狙
い

の
一
つ
で
あ
る
「
現
職
隊
員
に
代
っ
て
、

元
隊
員
に
尋
ね
た
」
と
見
て
も
良
い
だ
ろ

う
。

　

こ
れ
ら
政
治
的
、
専
門
的
な
問
題
に
お

い
て
も
元
隊
員
の
回
答
は
決
し
て
一
枚
岩

で
は
な
い
。
例
え
ば
「
反
撃
能
力
の
保
有
」

に
つ
い
て
「
賛
成
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
賛
成
」
は
7
割
以
上
で
、
一
般
市
民

よ
り
明
ら
か
に
多
い
。
し
か
し
元
幹
部
が

8
割
以
上
賛
成
な
の
に
対
し
て
元
准
尉
・

『
元
自
衛
隊
員
は
自
衛
隊
を
ど
う

見
て
い
る
か 

─
自
衛
隊
退
職
者

に
対
す
る
意
識
調
査
・
報
告
書
』

（
ミ
リ
タ
リ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究

会
著　

青
弓
社
）
を
読
ん
で

徳
田　

八
郎
衛　
陸
自
61
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曹
・
士
は
そ
れ
よ
り
低
く
、
任
官
前
退
職

者
と
な
る
と
7
割
以
下
と
な
る
。
60
代
・

70
代
は
8
割
以
上
が
賛
成
だ
が
20
代
・
30

代
で
は
6
割
強
に
留
ま
り
、
階
級
及
び
年

代
に
よ
る
相
違
を
示
す
。

　

こ
の
「
反
撃
能
力
」
も
含
め
た
安
保
関

連
3
文
書
に
つ
い
て
の
評
価
で
も
、「
軍
事

力
に
よ
る
抑
止
効
果
に
重
点
を
お
い
て
お

り
、
他
国
に
脅
威
と
な
ら
な
い
と
約
束
す

る
『
安
心
供
与
』
外
交
の
面
が
弱
い
」、「
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
国
民
の
理
解
を
求

め
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
意
見
に
つ

い
て
、「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
う
」
が
、
ど
ち
ら
に
も
6
割
前

後
も
あ
る
。「
自
衛
隊
員
や
元
隊
員
は
コ
チ

コ
チ
の
一
枚
岩
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
人

た
ち
に
ぜ
ひ
見
て
頂
き
た
い
報
告
で
あ
る
。

3　

元
プ
ロ
な
ら
で
は
の
設
問
と
回
答

　

後
段
は
「
自
衛
隊
の
組
織
の
あ
り
か
た
」

や
「
自
衛
隊
と
市
民
社
会
」
と
い
う
、
元

プ
ロ
な
ら
で
は
の
設
問
と
な
る
。
組
織
に

つ
い
て
の
設
問
を
見
る
と
、「
人
材
確
保
の

方
法
は
適
切
か
」「
再
就
職
援
護
の
効
果
」

「
中
途
退
職
者
を
生
む
原
因
」「
こ
れ
ま
で

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」「
自
分
自
身
の
人

事
を
ど
う
思
う
か
」「
幹
部
養
成
制
度
で
改

善
す
べ
き
事
項
」「
女
性
職
員
の
活
躍
推
進

施
策
へ
の
評
価
」
と
盛
り
沢
山
だ
。
元
士

の
グ
ル
ー
プ
で
は
「
判
ら
な
い
」
の
回
答

が
約
3
割
に
達
す
る
。
正
直
な
回
答
だ
。

た
だ
70
代
の
回
答
が
、
在
職
し
た
1
9
7

0
〜
90
年
代
に
つ
い
て
な
の
か
、
風
聞
で

聞
く
今
の
組
織
に
つ
い
て
な
の
か
明
確
で

は
な
い
。

　

元
幹
部
で
あ
る
筆
者
が
安
堵
し
た
の

は
、
退
職
者
の
大
半
が
階
級
に
関
係
な
く
、

自
己
の
人
事
問
題
、
す
な
わ
ち
昇
任
・
異

動
・
補
職
に
つ
い
て
「
納
得
し
な
い
」
が

10
％
少
々
に
留
ま
り
、
大
半
が
「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
納
得
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
納
得
し
な
い
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
し
か
し
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
半

数
以
上
の
回
答
が
「
不
満
足
」「
不
十
分
」

を
訴
え
る
。

　

最
後
の
「
自
衛
隊
の
組
織
文
化
・
組
織

風
土
へ
の
評
価
」
は
、
正
に
研
究
会
が
ズ

バ
リ
と
聞
き
た
い
項
目
だ
が
、「
明
確
な
指

揮
系
統
を
持
つ
強
固
な
組
織
か
」「
団
結
・

規
律
・
士
気
の
高
い
組
織
か
」「
仲
間
関

係
が
強
固
な
組
織
か
」
の
3
設
問
に
、
い

ず
れ
も
「
そ
う
思
う
」
が
6
割
強
と
多
数

を
占
め
る
。
だ
が
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
少

な
い
組
織
か
」
に
は
6
割
強
、「
女
性
に
も

開
か
れ
た
男
女
平
等
な
組
織
か
」「
人
事
評

価
が
公
平
な
組
織
か
」
の
2
項
目
に
は
5

割
前
後
が
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
答
え
る
。

　

次
の
自
衛
隊
と
市
民
社
会
で
の
設
問

は
、「
自
衛
隊
広
報
へ
の
評
価
」「
自
衛
隊

を
題
材
と
す
る
作
品
で
高
く
評
価
で
き
る

も
の
」「
地
方
協
力
本
部
へ
の
評
価
」「
そ

の
理
由
」「
現
職
隊
員
と
退
職
者
と
の
接

触
」
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
見
識
が
な
い

と
回
答
で
き
な
い
。「
地
方
協
力
本
部
へ
の

評
価
」
で
「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が

元
士
で
は
30
％
、
元
幹
部
で
も
13
％
存
在

す
る
。
勤
務
歴
が
無
い
の
で
無
責
任
に
回

答
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
真
意
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
同
本
部
勤
務
者
の
熱
意

と
努
力
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
た
め
か
、

「（
高
く
・
あ
る
程
度
）
評
価
し
て
い
る
」

が
約
45
％
、「（
ま
っ
た
く
・
あ
ま
り
）
評

価
し
て
い
な
い
」
の
約
30
％
よ
り
も
多
い
。

　

最
初
の
「
広
報
へ
の
評
価
」
で
は
、「（
高

く
・
あ
る
程
度
）
評
価
す
る
」
が
49
％
、

「（
ま
っ
た
く
・
あ
ま
り
）
評
価
し
な
い
」

が
37
％
で
肯
定
的
な
回
答
が
や
や
多
い
。

　

元
幹
部
は
約
6
割
が
評
価
す
る
の
に
元

士
は
約
4
割
し
か
評
価
し
な
い
。

　

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で
も
あ
る
「
現
職・

退
職
者
間
の
接
触
」
に
つ
い
て
は
「
厳
格

化
す
る
必
要
な
し
」「（
逆
に
）
積
極
的
に

情
報
共
有
化
せ
よ
」
の
回
答
が
、
63
％
を

占
め
る
一
方
、「
厳
格
化
す
べ
し
」
も

22
％
存
在
し
、
そ
の
う
ち
元
幹
部
、
元
准

尉
・
曹
は
共
に
28
％
に
達
し
て
い
る
。

4　

退
職
後
の
状
況
ま
で
調
査

　

最
後
の
「
在
職
時
と
退
職
後
の
キ
ャ
リ

ア
」
で
は
、「
陸
・
海
・
空
の
別
」「
任
官

年
と
退
職
年
」「
入
隊
の
コ
ー
ス
」「
最
終

階
級
」
な
ど
の
個
人
の
属
性
を
尋
ね
た
後
、

「
退
職
後
の
仕
事
・
そ
れ
は
防
衛
装
備
や

自
衛
隊
に
関
係
あ
る
か
」「
再
就
職
に
当

た
っ
て
の
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
援
助
」「
現

在
、
予
備
自
衛
官
ま
た
は
即
応
予
備
自
衛

官
か
」「
退
職
者
団
体
の
会
員
か
」
な
ど

に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
4
割
強
が
、
自
衛
隊
に
直

接
関
係
し
な
い
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
が

防
衛
装
備
関
連
企
業
も
含
め
防
衛
省
・
自

衛
隊
と
取
引
あ
る
企
業
で
勤
務
す
る
者
も

元
幹
部
、
元
准
尉
・
曹
共
に
2
割
弱
存
在

す
る
。
そ
し
て
自
衛
隊
中
途
退
職
者
の
う

ち
30
代
で
は
3
割
強
が
取
引
あ
る
企
業
で

勤
務
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
「
自
衛
隊
退
職
者
団
体
の
会
員
か
否
か
」

の
設
問
に
は
、
ま
ず
「
ど
の
団
体
に
も
加

わ
っ
て
い
な
い
」
が
73
％
、
隊
友
会
12
％
、

偕
行
社
9
％
、
水
交
会
7
％
、
つ
ば
さ
会

2
％
、
そ
の
他
1
％
で
あ
る
。「
そ
の
他
」

と
は
、
陸
自
の
関
連
団
体
で
あ
れ
ば
、
や

ま
ぶ
き
会
（
野
戦
特
科
職
種
の
現
役
及
び

O
B
親
睦
会
）
や
信
友
会
（
通
信
科
幹
部

自
衛
官
等
O
B
親
睦
会
）
な
ど
で
あ
ろ
う

が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。「
仲
間
関
係
が
強



　 （　　）38（偕行　令和 7 年 1・2 月号）

固
な
組
織
」
と
元
隊
員
の
半
数
が
認
め
る

自
衛
隊
な
の
に
、
企
業
の
事
業
部
や
工
場

の
退
職
者
親
睦
会
と
比
較
し
て
も
加
入
率

は
低
い
。
防
大
や
幹
候
校
な
ど
の
同
期
会

へ
注
入
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
膨
大
過
ぎ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
一
考
を
要
す
る
。

　

最
後
に
こ
の
種
の
調
査
研
究
を
半
世
紀

も
続
け
て
こ
ら
れ
た
研
究
会
メ
ン
バ
ー
に

敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
明
治
時
代
か
ら

ミ
リ
タ
リ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
伝
承
し
て

き
た
『
偕
行
』
も
ご
協
力
で
き
な
い
か
、

と
思
量
し
て
い
る
。

編
集
委
：
こ
の
記
事
は
、
東
京
郷
友
連
盟

発
行
『
わ
た
し
達
の
防
衛
講
座
』（
令
和

6
年
1
月
1
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

許
可
を
得
て
転
載
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

東
京
郷
友
連
盟
の
集
ま
り
で
、「
モ
ン

ゴ
ル
軍
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
侵
攻
し
、ウ
ィ
ー

ン
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
っ
て
き
た
」
と
い

う
話
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
自
分
た
ち

と
は
全
く
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
国
と
の

戦
い
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
も
対
岸
の
火

事
で
は
な
く
、
差
し
迫
っ
た
大
き
な
問
題

と
し
て
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
今
回
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

侵
攻
か
ら
4
0
0
年
以
上
後
の
話
に
な
る

が
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
と
の
戦
い
で
活
躍
し

た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
従
軍
司
祭
を
紹
介

し
た
い
。
そ
し
て
彼
の
行
動
か
ら
、
私
た

ち
が
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考

え
た
い
。

従
軍
司
祭
と
は

　

従
軍
司
祭
と
は
そ
の
名
の
通
り
、
軍
隊

に
所
属
し
て
い
る
司
祭
（
注
1
）
の
こ
と

で
あ
る
。
軍
の
中
で
様
々
な
行
事
や
儀
式

を
執
り
行
な
っ
た
り
、
兵
士
た
ち
の
心
の

ケ
ア
を
し
た
り
す
る
職
務
を
負
っ
て
い

る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
殉
職
し
た
兵
士
の

追
悼
ミ
サ
、
海
外
遠
征
前
の
激
励
ミ
サ
、

ま
た
、
病
気
や
怪
我
で
体
が
弱
っ
て
い
る

際
や
臨
終
の
際
の
儀
式
な
ど
で
あ
る
。
心

の
ケ
ア
と
は
そ
の
文
字
の
通
り
、
精
神
的

な
支
え
を
す
る
こ
と
な
の
で
、
軍
に
お
け

る
司
祭
の
必
要
性
は
高
い
。
外
国
へ
派
遣

さ
れ
る
部
隊
に
も
、
従
軍
司
祭
が
同
行
す

る
こ
と
が
多
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
公

式
発
表
に
よ
る
と
、
現
在
、
コ
ソ
ボ
、
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
レ
バ
ノ
ン

の
各
国
に
派
遣
さ
れ
た
部
隊
に
、
従
軍
司

祭
が
同
行
し
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
司
祭
マ
ル
コ
・
ダ
ヴ
ィ

ア
ー
ノ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
帝
レ
オ

ポ
ル
ト
一
世
に
仕
え
、
ウ
ィ
ー
ン
を
包
囲

し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
を
撃
退
す
る
際
に

活
躍
し
た
司
祭
で
あ
る
。

注
1
：
日
本
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職

者
は
一
般
的
に
「
神
父
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

多
い
。
今
回
取
り
上
げ
る
神
父
の
正
式
な

肩
書
は
「
司
祭
」
で
あ
り
、
従
軍
す
る
聖

職
者
も
基
本
的
に
は
司
祭
で
あ
る
の
で
、

「
従
軍
司
祭
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
。

マ
ル
コ
・
ダ
ヴ
ィ
ア
ー
ノ
の
功
績

　

マ
ル
コ
・
ダ
ヴ
ィ
ア
ー
ノ
は
1
6
3
1

年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
ア
ヴ
ィ

ア
ー
ノ
と
い
う
町
（
現
在
は
空
軍
基
地
が

あ
る
）
の
、
信
仰
心
に
篤
い
裕
福
な
市
民

の
家
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
の
攻
撃
を

度
々
受
け
て
お
り
、
マ
ル
コ
の
出
身
地
周

辺
で
も
、
何
万
人
と
い
う
住
民
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

育
っ
た
少
年
が
、
強
い
愛
国
心
を
持
つ
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
。
彼
に
は
、
祖
国
を
イ

ス
ラ
ム
勢
力
か
ら
守
る
た
め
に
、
実
際
に

戦
場
に
行
っ
て
戦
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
カ
プ

チ
ン
会
と
い
う
修
道
会
に
入
る
こ
と
を
決

め
た
。
カ
プ
チ
ン
会
ウ
ィ
ー
ン
管
区
所
蔵

の
資
料
に
は
、
マ
ル
コ
は
自
分
の
将
来
を

決
め
る
際
、「
戦
場
で
戦
う
以
外
に
も
、

自
分
の
国
を
守
る
方
法
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
慈
悲
の
光
の
中
に
み
つ
け
た
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

司
祭
に
な
り
各
地
に
赴
い
た
後
、
マ
ル

コ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト

一
世
の
霊
的
指
導
者
に
な
っ
た
。
霊
的
指

導
者
と
い
う
の
は
、
信
仰
を
助
け
導
い
て

く
れ
る
人
の
こ
と
だ
が
、
身
近
な
悩
み
や

将
来
の
こ
と
な
ど
を
相
談
す
る
相
手
と
な

る
こ
と
も
、
往
々
に
し
て
あ
る
。
レ
オ
ポ

ル
ト
一
世
は
マ
ル
コ
を
大
変
信
頼
し
て
お

り
、
信
仰
以
外
に
も
、
様
々
な
こ
と
を
相

談
し
て
い
た
と
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。

　

1
6
8
3
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
に

ウ
ィ
ー
ン
が
包
囲
さ
れ
た
の
だ
が
、
あ
わ

近
世
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

従
軍
司
祭
か
ら
学
ぶ
こ
と

賛
助
会
員　

吉
野　

留
美




